
きらきらプロジェクトシーズン５事業報告書

（2016.4.1～平 2017.3.31） 
 

まちのかわらばん特大号での報告は以下の通りです。 

－2016年度 シーズン 5（2016/6-2017/3）の取り組み－ 

  

１．市民活動への助成事業 助成先・結果 

今期は、1大賞 10団体 4事業に、448，300円を助成しました。 

 

これまでの 5年間の累計助成結果 

2大賞、84団体、23事業に、2,482,900円を助成しました。 

 

1大賞   100,000円（2017.1.21／83名・寄付投票なし） 

8団体   120,000円（2017.1.21／83名・寄付投票なし） 

10団体合計 228,300円（2016.11.26／120名・寄付投票 83口） 

8事業   240,000円 (2016.2.20／106名・寄付投票なし) 

10団体    237,200円 (2015.12.13／102名・寄付投票 77口) 

1大賞   100,000円（2015.2.22／96名・寄附投票なし） 

14団体 8事業 549,300円（2014.11.24／120名・寄付投票 69口） 

17団体 3事業 398,900円（2014.2.22／120名・寄付投票 80口 

20団体合計 320,800円（2013.3.9／140名・寄付投票 98口） 

13団体合計 188,400円（2012.6.16／72名・寄付投票 67口） 

 

2016年 11月 26日 第 8回きらきら基金助成事業 

10団体に 228.300円（2016.11.26／120名・寄付投票 83口） 

団体助成 10団体 総額 228.300円 

☆柚井ふれあいサロン           17,500円 

☆特定非営利活動法人太陽の家       27,200円 

☆トライアングルハーティー        20,500円 

☆特定非営利活動法人 haleohana      25,300円 

☆童四ツ葉会               23,000円 

☆バルーンアートの会           39,500円 

☆ガールスカウト三重県連盟第 9団     13,400円 

☆障がい者支援の輪ののはな      23,300円 

☆わくわくフレンズ              31,000円 

☆市民活動応援☆きらきら基金運営委員会    7,600円 

 

2017年 1月 21日 第 9回きらきら基金助成事業 

特別賞（副賞・助成なし） 

☆日沖照美 大安町南金井地域サロン”宮美会” 

☆清水公也 大安町南金井地域サロン”宮美会” 

 

きらきら大賞 （副賞・100,000円） 

☆上田 誠 稀少難病の会 みえ 



 

4事業に 120,000円 (2017.1.21／83名・寄付投票なし) 

パートナー事業助成 4事業（各 30,000円）総額 120,000円 

☆「高齢者交流会サポート事業」 

ボランティアサークルわかば 東員健康づくりいきいき隊 

☆「ボランティア団体交流会サポート事業」 

  地域お助けネット 東員ボランティアの会  

☆「子ども関係団体交流会サポート事業」 

 ネットワークくわっこ 子ども応援ネットワーク inくわな  

☆「放課後ディサービスここいくでの活動サポート事業」 

  あ～ちゃんのて バルーンアートの会 

 

２．サンタの行進 

2016年 12月 18日(日)午前中、三八市でにぎわう寺町通商店街を、市民活動団体さん、高校生の皆さん、各

担当の皆さんでサンタさんの恰好をして約 40名で行進しました。 

佐藤博之寺町通り商店街振興組合理事長、小笠原まき子きらきら基金代表の 2人を中心に、250メートルほどの

アーケードの下を、市民活動応援☆きらきら基金や市民活動・NPO月間ののぼり 20本を掲げて往復する形で歩

きました。途中サンタの帽子やおもちゃを子どもたちに配りながら、あるいは募金箱にご寄付金をいただきな

がら。行進後、伊藤なるたか桑名市長もサンタの姿で北口広場で合流しました。いなべおもちゃ病院さんからご

寄附いただいたおもちゃを、桑名西高等学校、いなべ総合学園高等学校の各生徒サンタからこども達にプレゼ

ントしました。 

当日、10個の募金箱を持って歩き 11,536円の寄付金をいただきました。 

 

３．まちのかわらばんの発行 

2016年 6月より 2017年 3月まで、4回の定期発行（A4版 4ページ 白黒）と、1回の特大号（A4版 24ページ

４色カラー）を発行・配布・配信しました。発行部数はのべ 9650部ほどになりました。 

 

☆2017年 3月 1日号(第 99号)  2000部発行 

まちのかわらばん 2017年春特大号 

 「133団体の紹介・26の企業の社会貢献紹介」他 

 

☆2017年 3月 1日号(第 98号)  1950部発行 

 「第 9回市民活動応援☆きらきら基金助成事業のご報告」他 

 

☆2017年 1月 1日号(第 97号)  1950部発行 

 「11月 26日（土）第 8回市民活動応援☆きらきら基金助成事業を行いました」他 

  

☆2016年 10月 10日号(第96号)   1800部発行 

 「桑名・員弁の身近な市民活動を応援する、きらきら基金助成事業」他 

  

☆2016年 7月 5日号(第 95号)   1950部発行 

 「市民活動応援☆きらきら基金 シーズン 5」他 

  

４．きらきら☆らじお放送の実施 

2016年 6月より 2017年 3月までの間に、8回の定期放送を行いました。スタッフを含む参加者は 51名。定

期放送でのゲストとしては、個人・市民活動団体・企業人など 11名 6組にご出演いただき、市民活動や企業活

動、まちの話題などの情報提供を行いました。 



 

☆2017/02/07 第 97回 サンファーレ 2階 4 名 

服部則仁さんメモリアルトーク② 

    第 9回市民活動応援☆きらきら基金報告 

 

☆2016/12/06 第 96回 いなべ市市民活動センター 5名 

   服部則仁さんメモリアルトーク① 

    第 8回市民活動応援☆きらきら基金報告 

 

☆2016/11/01 第 95回 いなべ市市民活動センター 6 名 

 ゲスト：障がい者支援の輪ののはな 辻 久好さん  

 

☆2016/10/04 第 94回 いなべ市市民活動センター 8 名 

 ゲスト： NPO法人 haleohana 西澤美由紀さん 他 3名 

 

☆2016/09/06 第 93回 いなべ市市民活動センター 6 名 

 ゲスト：NPO法人ヴェリタス 理事長 服部邦夫さん 

 

☆2016/08/02 第 92回 サンファーレ 2階 6名 

 ゲスト：夏休みキッズサンガ 矢田俊量さん（善西寺住職） 

 

☆2016/07/05 第 91回 サンファーレ 2階 8名 

 ゲスト：ぐる～ぷマダム寿  々 水谷ともさん 柴田すえさん、郷土史家 西羽 晃さん 

 

☆2016/06/07 第 90回放送 サンファーレ 2階 8名 

 ゲスト：とらや饅頭 十一代目 安達仁兵衛さん 

  

５．第 7回桑名員弁地域円卓会議 

2016年 11月 26日、第 8回助成事業の中で、午後 2時から 4時まで、員弁コミュニティプラザにて、年度当

初から服部則仁さんが用意していた『この地域の社会貢献活動が連携するには』というテーマで、行政・企業・

社協・ＮＰＯなどの社会貢献活動に関わる 14名の委員で話し合いました。 

 

はじめに 10分ほど、進行役のパートナーシップ・サポートセンター山崎恵美子さんから、服部則仁さんとの関

わりの経緯や業績、思い出、“ごっちゃにのまち”の話がありました。この地域の企業の社会貢献活動が連携す

るには人と人がつながる、つなげるには地域との関わりが重要で全員参加型のまちづくりの仕組みが必要との

話になりました。それをつなぐ役割として、公民連携やコラボ関係で互いを知ることから、そして寄り添いの関

係からつながり、ひろがりになるとの話でした。知ること、聞くこと、参加することで地域が元気になるという

ことが話し合われました。 

 

委 員：14名 (敬称省略) 

☆三重県男女共同参画・NPO課 NPO班長 古川明郎 

☆(株）デンソー大安製作所 総務部 森浩子 

 ☆(株)アサプリホールディングス 社長 松岡祐司 

 ☆桑名商工会議所常議員 小笠原まき子 

 ☆桑名市民安全部次長兼コミュニティ課長 松岡孝幸 

 ☆東員町市民活動センター運営委員会 委員長 伊藤公一 

 ☆いなべ市市民活動センターセンター長 辻 久好 



 ☆桑名市市民活動センター協働運営委員会委員長 志治優美 

 ☆桑名市社会福祉協議会 次長 竹内 茂 

  ☆いなべ市社会福祉協議会 地域福祉部課長 多胡朋子 

☆いなべこども活動支援センター理事長 木下裕美子 

 ☆生ごみリサイクル思考の会理事長 川島 浩 

 ☆東員町町民課 平林賢樹 

☆パートナーシップ・サポートセンター 山崎恵美子 

 

６．市民活動団体訪問取材 

今シーズンは、2016年 4月より 2017年 3月までの間に、新たに 11団体の訪問取材を行い、ホームページで

紹介しました。また 1 団体が代表の交替にともない、掲載を辞退され 132 団体の紹介になり、子どもの居場所

作りや養育支援の団体が際立つことになりました。代表の交代など、随時情報については更新しています。 

  

★新規取材団体 

 ☆特定非営利活動法人 haleohana 

 ☆子育てわかば会 

 ☆にこにこ広場 

 ☆わくわくフレンズ 

 ☆トライアングルハーティー 

 ☆特定非営利活動法人 太陽の家 

 ☆ぐる～ぷマダム寿  々

 ☆バルーンアートの会 

 ☆一般社団法人 ガールスカウト三重県連盟第９団 

 ☆童四ツ葉会 

 ☆障がい者支援の輪 ののはな 

 

★掲載中止 １団体 

 ☆桑員レクダンスクラブ 

 

７．企業との協働事業提案プレゼン 

2017 年 1 月 21 日、くわなメディアライブ行った第 9 回助成事業の中で、市民活動団体が企業や経済団体な

ど、経済関連の 24の組織向けに企業との協働事業提案のプレゼン事業を行いました。 

 

☆生ごみリサイクル思考の会：企業社宅での生ごみ減量提案 

☆障がい者支援の輪ののはな：障がい者の外出支援ボランティア提案事業 

これらの提案に対して、みえ NPOネットワークセンター代表松井真理子さんから講評をいただきました。 

また、当日飛び入りでいなべこども活動支援センターから企業で使用しなくなった PCをプログラミング教育の

ためにリユースしていただけないかとの話もありました。 

 

８．企業の社会貢献活動 

2017年 1月 21日、くわなメディアライブで行った第 9回助成事業の中で、午後 1時 20分から 1時間ほど、

企業や経済団体など、経済関連の 24の組織に企業の社会貢献活動の展示をしていただき、内 4つの組織の皆さ

んに活動の内容を発表していただきました。これらの発表に、桑名ジュニアサミット参加高校生が感想を述べ

質問をし、特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ理事中尾さゆりさんに一つひとつ講評をいただき、総

括コメントもいただきました。また、7企業にも社会貢献活動報告も紹介していただきました。 

 

★2017年 1月 21第 4回企業の社会貢献アピール事業 (第 9回助成事業 くわなメディアライブの中で行う) 



(展示 23社、★印は発表☆印はアピール)  桑名信用金庫、★(株)デンソー大安製作所、☆(株)ADEKA三重工場、

☆三岐鉄道(株)、☆トヨタ車体(株)いなべ工場、☆東海労働金庫、☆(株)きもと三重工場、ケーエス、桑名三川

商工会、(株)宮崎工務店、(株)アサプリ、 ★(株)ほくせい、(株)ヴィアティン三重ファミリークラブ、★桑名

商工会議所女性部・青年部、(株)金星堂、☆桑名工業(株)、(株)三重銀行、★桑名北ロータリークラブ、めがね

工房 ごうじ、(株)百五銀行、(株)愛晃社、☆瑞宝産業(株)、(株)絆・奥岡建設工業(株)、東洋ゴム工業(株)桑

名工場 

 

９．ご寄附の状況 

 きらきら基金へのご寄付の累計（助成原資等） 

2011.10～2017.3  780口 2,519,897円 

 

第 8回きらきら基金助成事業でのご寄附額(2016.6～2016.11.26) 

期中のご寄附      41口  114,688円 

寄附投票によるご寄附  83口  77,900円 

合計 124口  192，588円 

第 9回きらきら基金助成事業でのご寄附額(2016.11.27～2017.3) 

期中のご寄附       13口  188,911円 

 

前期繰越助成原資のご寄附額   109,400円 

今期ご寄附合計額    137口  381,499円 

今期助成額 10団体 4事業 1個人  448,300円 

次期繰越助成原資         42,599円 

 

カエル・こぶたの募金箱は、今年度 46個設置いただきました。 

募金箱は 1口として算出しています。他に、コーヒー寄附、遣い損じ葉書・未使用切手寄附、運営費へのご寄附

などもあります。これらを含め、印刷原稿入稿時と実際の決算末日とでズレがあるなどのために、正確な数字

は、年度末決算の後あらためてホームページなどで報告させていだだきますので、ご確認ください。 

 

※認定特定非営利活動法人みえきた市民活動センターが主催者のひとつですので、ご寄附いただきますと、一

定の要件のもとで所得税の税額控除を受けることができます。 

市民活動応援☆きらきら基金への寄付口座 

             口座番号 ゆうちょ銀行 00800-8-198866  

  

１０．ガチャポン寄付 

今期も市民活動応援☆きらきら基金の募金活動のひとつとして、桑名員弁地域にある高校から募集したデザ

インで、12種類の缶バッチを作成しました。昨年度分も含め 30種類の缶バッジのべ 920個の製作数となりまし

た。参加高等学校は、三重県立桑名西高等学校、三重県立桑名北高等学校、三重県立桑名高等学校、三重県立い

なべ総合学園高等学校、津田学園の 6 校になりました。缶バッジをガチャポンの機械に入れて 100 円で販売し

たところ、昨年、今年度合せて 402個の販売数になり、たくさんの皆さまにご支援いただきました。おおむね 1

個 100円につき 40円を市民活動の助成原資にすることができそうです。ただし、カンバッチ製造個数 920個を

完売してはじめてこの収益が確保できるので、消耗品・手間などの原価計算をした上で、決算時にガチャポン会

計として、別途報告させていただきます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

費 目 
 

経 費 積 算 根 拠 

(1)謝金 53,000円 

第8回参加の集い 企業の社会貢献活動アピールの講評講師派遣料23,000円 

第9回参加の集い 企業の社会貢献活動アピールの講評講師派遣料30,000円 

 

(2)旅費交通費 

 

 

 

 

 

(3)会議費 50,079円 

第8回参加の集い 昼食代材料費・ガス使用料 23,053円 

第9回参加の集い 昼食代手結び200 他 27,026円 

お茶・容器・紙コップ代等を含む 

(4)会場借料 38,510円 

第8回参加の集い会場使用料 員弁コミュニティプラザ 9,700円 

第9回参加の集い会場使用料 桑名市多目的ホール 28,810円 

 

(5)借料損料     

 

 

 

(6)印刷製本費 298,437円 

団体一覧 A4版28ページ四色刷り簡易製本2000部277,600円。 

参加の集い案内チラシ2回 用紙代 18,136円 

諸刷り費等 2,701円 

(7)通信運搬費 61,071円 

郵送料 参加者の集いチラシ・市民活動団体一覧・諸団体への連絡。これら

を郵送にまとめ、手配りを進めた。合計61,071円 

 

(8)広告宣伝費  72,504円 

広報紙刷り代 4回 18,180円 

広報紙郵送代 約100カ所 2回  31,148円 

通信運搬費の郵送時に同送した広報紙あり 

(9)消耗品費 10,005円 

文栄堂 かわら版・プリンタラベル用紙、クラフト封筒他 10,005円 

 

 

(10)什器備品費 
 

 

 

 

 

(11)賃金 
 

 

 

 

 

(12)雑役務費 174,500円 

基本業務6400円×9ヶ月 57,600円 

12月、2月参加の集い実施月準備業務を含み、市民活動団体訪問取材 

およびホームページアップ6ヶ月分、特大号編集作業 116,900円 

(13)委託費 

  

 

 

(14)その他 

 

4,644円 

振込手数料15件 4,644円 

 

 

事業総額 
 

 762,750円 

 

 



第８回きらきら基金助成事業の様子 

 

   

 
 

第９回きらきら基金助成事業の様子 

 

   

 


